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新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
組
合
員
の
皆
様

も
、
ご
家
族
共
々
ご
健
勝
に
て
新
た
な
年
を
お
迎
え

に
な
ら
れ
た
事
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
始
ま
り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
延
期
、
七
年
八
ヶ
月
続
い
た
第
二
次
安
倍

政
権
の
退
陣
、
ア
メ
リ
カ
大
統
領
の
交
代
な
ど
、
こ

こ
数
年
間
分
に
も
匹
敵
す
る
よ
う
な
ビ
ッ
グ
ニ
ュ
ー

ス
が
数
多
く
あ
っ
た
年
だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

特
に
、
中
国
の
武
漢
で
発
生
し
た
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
」
は
、
新
年
に
入
り
燎
原
の
火
の
如
く
、

瞬
く
間
に
全
世
界
に
広
が
り
、
い
ま
だ
に
終
息
の
見

通
し
が
た
っ
て
お
ら
ず
、
ま
さ
に
、
コ
ロ
ナ
に
始
ま

り
コ
ロ
ナ
で
終
わ
っ
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
影
響
は
、
我
々
林
業
・
木
材
業
界
に
も
大
き

な
打
撃
を
与
え
、
特
に
製
材
製
品
の
需
要
が
大
き
く

落
ち
込
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
の
煽
り
を
ま
と
も
に
受
け
た
我
々
山
元
側
も
、

組
合
員
へ
の
還
元
額
へ
の
影
響
を
考
慮
し
た
結
果
、

立
木
伐
採
の
減
産
に
踏
み
切
っ
た
事
で
、
組
合
員
の

皆
様
に
も
、
大
変
な
ご
心
配
や
ご
迷
惑
を
お
か
け
致

し
ま
し
た
が
、
保
育
系
の
森
林
整
備
事
業
へ
注
力
す

る
な
ど
、
業
績
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
べ

く
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
に
つ
い
て
で
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
は
ま
だ
ま
だ
続
く
も
の
と
考
え
て
お

り
、
前
年
に
引
き
続
き
、
立
木
伐
採
を
最
小
限
に
抑

え
た
り
、
中
国
へ
の
輸
出
で
調
整
を
す
る
な
ど
し
て

こ
の
局
面
を
乗
り
切
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
令
和
三
年
度
の
事
業
計
画
の
柱
は
、

新
植
・
下
刈
・
除
間
伐
な
ど
の
保
育
事
業
の
ほ
か
、

昨
年
よ
り
、
管
内
一
市
三
町
で
本
格
的
に
動
き
始
め

た
「
森
林
環
境
譲
与
税
」
に
基
づ
く
「
森
林
境
界
の

明
確
化
事
業
」
な
ど
を
中
心
と
し
て
事
業
計
画
を
立

て
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
考
え
て
お
り
、
令
和
三
年

度
は
、
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
、
厳
し

い
年
に
な
る
だ
ろ
う
と
覚
悟
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
も
、
職
員
・
技
能
職
員
の

雇
用
を
守
り
つ
つ
、
組
合
員
の
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
な
い
よ
う
、
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心

か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま

す
。
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あ
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『自己負担なしで植栽を！』

★令和２年度組合員助成事業  実績見込

市　　町 能代市（３件） 藤里町（19件） 三種町（３件） 八峰町（１件） 合　計

面　積（ha） 1.85 10.16 6.97 0.52 19.50

～組合員限定助成事業～

　森林の持つ公益的機能を維持するため、なかなか進まない再造林対策として、昨年度から実施している組
合独自の補助事業「造林促進事業」が、今年度も約20haの申し込みをいただき、県内でも上位の再造林実
績を上げております。既に、来年度の申し込みも相当数いただいており、苗木の確保もありますので、植栽
を希望する組合員の方は、お早めにお申し込み下さい。

実施箇所 予定面積
（ha）

説 明 会
実施箇所

境界明確化
実　施　日

対象者数
（隣接者含）

能代市常盤
（毘沙門） 50 山谷集会所 Ｒ2.10.20 43

能代市二ツ井
（駒形） 50 駒形集会所 Ｒ2.10.23 49

藤里町矢坂
（奥岩本他） 15 矢坂地区の

会　　　館 Ｒ2.11.10 31

藤里町米田
（鴨助岱） 15 米田会館 Ｒ2.11.11 12

令和２年度  森林環境譲与税を活用した森林境界明確化事業実施箇所

森林経営管理制度が本格的にスタート！
　昨年４月にスタートした新たな森林経営管理制度が、管内各市町で
も本格的にスタートし、当組合でもその取り組みに参画しております。
　各市町とも、まずは森林情報の調査から始め、順次現地確認（森林
境界明確化）に進んでおります。
　その内、能代市と藤里町の事業に当組合でも参加し、延べ８回の夜
間説明会と現地立会を実施、現在は当該箇所130haの現地測量及び境
界明確化に取り組んでおります。
　境界の明確化は、今後適正に森林を管理する上で必要不可欠で、又、
組合員の皆様からも要望の多い事業でもあり、組合としても全力で取
り組んで参ります。
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　例年２月～３月に開催している『地区座談会』について、今年度も12月の理事会において開催を決定し、
準備をすすめておりましたが、開催決定後、当組合管内において新型コロナウイルス感染者が発生し、日
を追うごとに感染者が拡大してきております。（１月６日現在の感染者数40名）
　このような事態に鑑み、万一当組合の行事に
よる感染拡大があってはならないと判断し、や
むを得ず今年度の地区座談会を中止することと
致しました。
　毎年ご参加いただいている組合員の皆様には
大変申し訳ございませんが、今回の決定につい
てご理解賜りますようお願い申し上げます。
　尚、座談会資料については、２月１日以降、
本所及び支所に準備しておきますので、ご希望
される組合員は、お電話にてご連絡の上お越し
くださるようお願い申し上げます。

令和２年度 地区座談会の中止について（お知らせ）

　第64回秋田県森林組合大会が11月６日に開催され
ました。
　新型コロナウイルス感染症対策のため、人数を制
限した中での開催となりましたが、「森林資源の循
環利用の推進とコロナ禍の経済的影響からの回復」、
「森林経営管理制度の推進」の２つの議題を可決、
最後に当組合の須合副組合長が大会決議（案）を朗
読、満場の拍手をもって採択され盛会裡に終了しま
した。

秋田県森林組合大会第64回

※決議案を朗読する須合副組合長

昨年の座談会より
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